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ワークショップ意見
整備 管理・運営・その他

旧
市
立
病
院

①オープンで入りやすく明るい雰囲気
・道路に面した部分を一部ガラス張りにする
・廊下から部屋の中が見えるよう、壁を一部ガラス張りにする。
・吹き抜けのエントランス広場を自由に使える空間とする。
・東西南北に出入口を設け、人の流れ、まちとのつながりを作る。

②様々な用途で利用できる空間
・部屋は可動間仕切りで分割、連結可能にし、防音対策を施す。
・メインエントランスやテラスを、健診利用者などが休憩・軽
食・飲食できるようにする

・託児、おむつ替え、授乳スペース、落書き可能な壁など。
③屋上開放し、癒しの空間
・テラスのように開放し、屋上緑化や岩木山などが眺望できる空
間とし、６階本館の他施設との動線分離がされるよう配慮する。

Ａ医療や健康のことを気軽に相談ができる
・市だけではなく、地域の医療従事者や医学生、医療
や健康関連団体が運営に関われるようにする。

Ｂ健康や体力の情報が可視化できる
・健康チェックや体力チェックなどの測定機器などを
配置し、気軽に楽しみながら体験できるようにする。

・ビックデータ（健診データ）の活用。

旧
第
一
大
成
小
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④子どもたちの安全・安心な遊び場
・障がい者に配慮したインクルーシブな遊具。
・ボール遊び等ができる芝生広場や、砂場、足洗い場など。
・ベンチや遊具は保護者が子どもを見守りやすい配置とする。

⑤くつろいで自然と触れ合える空間
・植栽や休憩施設を配置し日陰で休める。
・ドックラン、キャンプ、バーベキューなど

⑥体を動かしたくなり、健康増進が体感できる空間
・健康促進遊具やウォーキングコースなど。
・夜遅くまで運動できることに配慮した照明設備。

⑦近隣住民に配慮した空間
・広場の機能（遊具、植栽、築山、便益施設など）は、近隣住民
の家が見えないような目隠しや、騒音に考慮した配置とする。

C緑によるまちの健康づくりの推進
・市民等の植樹活動。
・拠点内で利用できるベンチや机などを製作する。

Ｄ防災意識を高める取り組みの推進
・防災キャンプ、かまどベンチの活用。

共
通

⑧地域団体等が多彩な活動や発表ができる空間
・屋内外で映画上映会、日替わり飲食店、発表ステージ、
チャレンジショップ、キッチンカーなど。

⑨雨や雪の時も運動できる
・ストレッチ、ウォーキング、ボルダリングなど。

Ｅ施設の整備段階から市民と関わる機会を増やす
・ワークショップや工事現場の見学会など

Ｆ施設の利用方法の簡便化や貸出内容の充実
Ｇ近隣商店街や遊歩道、小学校跡地との一体性を持たせ
た取り組み等を創出
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